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令和7年度の東北運輸局管内における大型車の車輪脱落事故発生件数は24件となり、
前年度から12件減少しました。しかし、大型車の車輪脱落事故は重大な事故につながる
恐れがあることから、東北運輸局では、さらなる事故防止に向け、NEXCO東日本等と連
携した取組を含む標記キャンペーンを令和8年10月から令和9年2月まで実施します。

「大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン」を行います

令和８年１０月１日
東 北 運 輸 局

１．東北運輸局管内の令和７年度大型車の車輪脱落事故※の発生状況
（詳細は「別紙１」参照）

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

２．大型車の車輪脱落事故防止キャンペーンの実施

【主な取り組み】
⚫ 東北運輸局では、NEXCO東日本等との連携を強化し、高速道
路において、車輪脱落事故防止に向けた啓発及び大型車の
ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄの取付状況を確認する「街頭点検」を実施。また、
ＳＡ等のﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞを用いた啓発活動を実施。

⚫ 一般道路においても、各運輸支局が大型車のﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄの
取付状況を確認する「街頭点検」を実施。（詳細は下記各運
輸支局へ問合せください。）

⚫ 車輪脱落事故防止ﾎﾟｽﾀｰ・ﾁﾗｼ（別紙２）を道の駅や自動車整
備工場等に掲示し、車輪脱落事故防止の周知・啓発を実施。

⚫ 自動車運送事業者や自動車整備事業者に対して、適切なタ
イヤ交換作業及び交換後の確実な保守管理が行われるよう
研修を実施。

車輪脱落事故の多くは、車輪脱着作業後１か月以内に発生する傾向を踏まえ、冬タイヤに交
換する時期にあわせ、次のような取組を実施します。

（令和７年度の街頭点検の様子）

<問合せ先>

東北運輸局自動車技術安全部

 整備・保安課  加藤、眞壁

 保安・環境調整官 清野、木村

TEL:022-791-7534
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車輪脱落事故発生件数（東北）
⚫ 事故発生件数は２４件（前年度比１２件減）

⚫ ２４件のうち、５８％の１４件が車輪脱着作

業後１ヶ月以内に発生

⚫ 事故車両は全て大型貨物自動車

⚫ 車輪脱落箇所は左後輪に集中

<各運輸支局の問合せ先>

（音声案内後２番）

青森：017-739-1501 岩手：019-638-2154

宮城：022-235-2517 秋田：018-863-5811

山形：023-686-4711 福島：024-546-0345

※車両総重量８トン以上の自動車又は乗車定員３０人以上の自動車であって、車輪を
取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から
脱落した事故
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東北管内車輪脱落事故発生状況 【別紙１】

※車両総重量８トン以上の自動車又は乗車定員３０人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損
 又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

⚫ 事故件数は、対前年度
１２件減少

⚫ 人身事故について、
軽傷事故が１件発生

事故車両の使用の本拠の位置を管轄する支局別発生件数
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東北管内車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 冬タイヤへの交換作業が集中する１１月以降に多く発生する傾向が
見られる
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東北管内車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 脱落事故の発生車両については、車輪脱着作業から1ヶ月以内に多く
発生している傾向が見られる
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大型トラック２４件

業態別発生件数

（大型バス・大型トラック）

東北管内車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 全て大型トラックで発生している
大型バスは０件

• 前年度から事業用が９件減少

事業用１６件

自家用８件

事業用・自家用別発生件数
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• ２４件のうち、車輪脱着作業後１ヶ月以内に発生したも
のが１４件（約５８％）
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東北管内車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• ２４件のうち、１１月～３月までの冬季期間中
に１５件（約６３％）発生している

• タイヤ交換作業が集中する１１月に実施した
車両の件数が１０件（約８３％）

• 交換作業ピークの１１月に集中

n=24

n=12



タイヤ交換

 17件 71%

タイヤローテーション

 5件 21%

定期点検 

1件 4%

臨時整備

1件 4%

タイヤ脱着作業内容別発生件数

大型車ユーザー

１８件 ７５％

タイヤ業者

４件 １７％

整備工場

１件 ４%

ロードサービス

１件 ４％

タイヤ脱着作業実施者別

東北管内車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 大型車ユーザーの交換に
よるものが約７５％を占め
る傾向

• タイヤ交換、タイヤローテ
ーションが大半を占める

●タイヤ交換
・通常タイヤから冬用タイヤへの交換
・冬用タイヤから通常タイヤへの交換
・パンクや摩耗したタイヤの交換など
●タイヤローテーション
・タイヤの摩耗が偏る事を防止するため、
前後・左右のタイヤを入れ替える
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出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 初度登録から１０年以上経過している車両が
約７１％を占めている。

• 大半はホイール・ナットの緩みによるもの
• 大半はISO方式

n=24

ホイール・ナット緩み

２２件

ホイール・ボルト

折損 ２件

タイヤ脱落時の原因 n=24

ＩＳＯ方式

２３件

ＪＩＳ方式

１件

締め付け方式
n=24



全国の車輪脱落事故発生状況

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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